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平成21年12月8日   

新薬剤師国家試験について（案）  

1．見直しに至る経緯  

者 本位め  に向けて医療制度が  近年、患   医療の実現   きな変革を遂げ、また、医療の  

高度化、多様化、医薬分業の進展など、薬剤師を取り巻く環境は大きく変化している。  

そのような中、最適な薬物療法の提供、服薬指導、医療の安全確保など幅広い分野に  

おいて、医療の担い手としての薬剤師に寄せる期待がこれまでにも増して大きくなっ  

ている。   

このため、臨床に係る実践的な能力を有する薬剤師を輩出すべく、平成18年度か  

ら新たな薬学教育課程として6年制課程が導入されるとともに、6年制課程を修めて  

卒業した者に薬剤師国家試験の受験資格が与えられることとなった。   

このような状況の下、国民の期待に応えうる薬剤師を輩出する観点に立って、新た  

な6年制課程において習得した知識、技能及び態度に閲し、これからの医療の担い手  

として求められる資質を的確に確認するに相応しい薬剤師国家試験制度のあり方につ  

いて、平成19年6月から「薬剤師国家試験出題制度検討会」において検討を行い、  

平成20年7月に報告書がとりまとめられた。その後、（医道審議会薬剤師分科会及  

び）分科会の下に設置された薬剤師国家試験制度改善検討部会において、検討が行わ  

れたものである。  

2．見直しに当たっての基本的な考え方   

薬学教育年限の延長とそれに伴って薬剤師国家試験の受験資格が見直された趣旨に  

照らし、薬剤師国家試験を通じて、基礎的な知識や技術はもとより、高い倫理観、医  

＼ 療人としての教養、医療現場で通用する実践力などを確認する必要がある。   
また、多様かつ複雑な医療の実際において、薬剤師が医療の担い手として真に役割  

を果たすには、時として自らが有する知識等の範囲を超える未知の事象・事案に対し  

て、6年制課程で習得した知識・技能・態度等を最大限発揮して、資格者として責任  

ある行動をとることが求められる。   

薬剤師国家試験を通じて、薬剤師資格を有する者として必要とされる基本的な知識  

等のほか、薬学の全領域に及ぶ一般的な理論や、医療を中心とした実践の場において  

必要とされる知識・技能・態度等を確認する必要がある。また、薬学に関する基本的  

な知識等と実践に関する総合的能力が体系的に習得されているか否かを確認すること  

も重要である。  
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3．改善すべき事項  

（1）試験科目の見直し   

薬剤師国家試験の科目を「物理・化学・生物」、「衛生」、「薬理」、「薬剤」、  

「病態・薬物治療」、「法規・制度・倫理」、「実務」とし、試験は、必須問題及  

び一般問題に区分（一般問題にあっては、薬学理論問題及び薬学実践問題に更  

に区分）して行うものとする。   

「必須問題」は、【郷引こ必要不可欠な基本的  

資質を確認するものとする。「一般問題」は、医療の担い手である薬剤師が直  

画する一般的課題を解釈・解決するための資質を確認するものとする。  

（2）出題基準の見直し  

新たな出題基準は、6年制教育の導入が国民の期待に応えうる薬剤師を輩出  

することを目的としたものであることを踏まえて、6年制教育導入の基礎とな  

った「薬学教育モデル・コアカリキュラム」及び「実務実習モデル・コアカリ  

キュラム」の項目を基本とすることが適当である。  

新たな出題基準の体系は、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」及び「実  

務実習モデル・コアカリキュラム」の項目について、現行の出題基準の体系を  

参考に、「大項目」、「中項目」、「小項目」として整理し、さらに「小項目」に  

ついては、参考としてその具体例を例示することとする。  

また、出題基準は、従来おおむね5年を目途に見直しを行ってきたが、急速  

な学術の進歩及び薬剤師業務の変化・進展に鑑み、少なくとも4年を目途に見  

直しを行うこととする。  

（3）試験出題形式及び解答形式の見直し  

試験は、正答肢を選択する問題（一間一答形式、正答の設問肢が一つではな  

い形式又は解答肢の全ての組合せの中から正答肢を選択する形式）を基本とす  

るが、そのほか、実践に即した問題解決能力を確認する観点から、実践の場で  

取り得る解答肢の中から最も適切なものを選択する問題や、明らかに誤りであ  

る解答肢や重要性が低い解答肢を選択する問題などを出題することも必要であ  

る。また、「必須問題」などの場合にあっては、設問の正誤を一間一答形式で  

問うことを基本とする。  

なお、出題に関連する情報をその一部に含む小冊子や画像等の資材（例：添  
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付文事情報）を問題とともに配付・供与し、その活用によって解答を導いてい  

く方式など、臭務に即した技能・態度等を確認することが可能と思われる方式  

については、積極的に取り入れていくこととする。  

試験問題数の見直し  

ア）必須問題   

必須問題は、「薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」及び「実務」から55  

臥「物理・化学■生物」から15間、「衛生」から10間、「法規・制度・   

倫理」から10間を確保する。  

以上により、「必須問題」は90間となる。  

（4）  

イ）一般問題   

a）薬学理論間遠  

一般問題のうち薬学理論問題は、「実務」以外で構成することとし、「薬   

理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」からそれぞれ15聞出題することによっ   

て45間、「物理・化学・生物」から30間、「衛生」から20間、「法   

規・制度・倫理」から10間を確保する。  

以上により、「一般問題（薬学理論問題）」は105間となる。  

b）薬学実践間遠   

一般問題のうち薬学実践問題は、「実務」から20間を確保するとともに、  
「 ＿．．．l＿▲■t   一ヒー■1」 ヽ′▲ 虚空．  ＿l＿  ， J＿  ，小．▲＿ ムlヨ ー■ ノしJ＿ Tl＿」レ  

それぞれの科目と「実務」とを関連させた複合問題として、以下のとおり  

計130間を確保する。  

斬：「実務」との複合問題として出題される30  

間  

「物理・化嘗・生物」、15間は「実務山  

上の複合問題として出題される20間  

「衛生」、10間は「実務力  

との複合問題として出題される20間  

r雫亘理」、10間は「実務」L  

との複合問題として出題される20間  

（うち15間は  

「衛生」と「実務」  

（うち10間は  

「薬理」と「実務」  

（うち10間lま  

「薬剤」と「実務」  
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（うち10間は「薬剤」、10間は「実務」）  

「病態・薬物療法」と「実務」との複合問題20間  

（うち10間は「病態・薬物療法」、10間は「実務」）  

「法規・制度・倫理」と「実務」との複合問題として出題される20  

（うち10間は「法規・制度・倫理」、10間は「実務」）  

以上により、「一般問題（薬学実践問題）」は150間となる。  

以上により、薬剤師国家試験の出題数は345間となる。  

（5）合格基準  

以下のすべてを満たすこと。なお、禁忌肢の導入については、今後の検討課  

題とし、当面は導入しないこととする。  

（D 全問題への配点の65％を基本とし、問題の難易を補正して得た実際の総   

得点以上であること。  

（彰 一般問題（薬学理論周題）一及び一級問題（薬草美濃問題）について、構成   

する各科目の得点がそれぞれ配点の35％以上であること。  

（診 必須問題について、全問題への配点の70％以上で、かつ、構成する各科   

目の得点がそれぞれ配点の50％以上であること。  

（6）過去に出題された試験問題（既出問題）の取扱い  

既出問題のうち、薬剤師に必要な資質を的確に確認することが可能な良質な  

問題として一定の評価が与えられた問題を活用することとし、その割合は、現  

行制度と同程度（20％程度）とする。  

なお、既出問題の活用にあたっては、単なる正答の暗記による解答が行われ  

ないよう、問題の趣旨が変わらない範囲で設問及び解答肢などをエ夫する。  

4 実施時期   

新たに策定する出題基準を含め、平成24年（平成23年度）の国家試験から適用  

する。なお、即たりの解答時間を考慮する等により、現行  

の2日間の日程を維持する。  
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（参考）  

新薬剤師国家試験の科目、問題区分、串題数  

（注）薬学実践問題は、「実務」20問、及びそれぞれの科目と「実務」とを関連させた複合問題130問からなる0  
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